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特別記事

楠
精
一
郎
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
　
　
　
楠
精
一
郎
君
「
明
治
立
憲
制
と
司
法
官
」

　
楠
君
の
学
位
請
求
論
文
は
、
三
百
頁
余
の
書
籍
と
し
て
、
既
に
出
版
さ

れ
て
い
る
。
而
し
て
、
そ
の
内
容
は
、
序
章
、
第
一
部
、
第
二
部
に
分
た

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
問
題
の
視
角
」
、
「
司
法
官
懲
戒
裁
判
の
考
察
」
、
「
司
法

官
人
事
の
考
察
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
年
代
に
お
け
る
司
法
部
の
組
織
、
人
的
構
成
等
に
関
し
て
は
、
そ

の
多
く
が
、
明
治
初
年
小
野
組
移
籍
事
件
、
二
十
年
代
大
津
事
件
等
の
背

景
を
な
す
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
言
及
さ
れ
る
程
度
に
止
ま
り
、
そ
の
全

容
の
解
明
は
、
同
時
代
の
行
政
部
の
そ
れ
に
比
し
て
立
ち
お
く
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
．
そ
の
理
由
の
一
は
、
裁
判
所
関
係
の
史
料
の
未
発
見
、

未
公
開
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
併
せ
て
、
大
津
事
件
の
如
き
、

ぎ
ら
び
や
か
な
出
来
事
に
目
を
奪
わ
れ
、
か
か
る
変
事
を
通
じ
て
、
司
法

部
の
近
代
化
は
、
完
成
の
域
に
達
し
た
と
い
う
が
如
き
、
印
象
が
流
布
定

着
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
．

　
し
か
し
、
明
治
年
代
の
司
法
部
は
、
同
事
件
以
降
に
お
い
て
も
、
欧
米

諸
国
の
信
頼
に
価
い
す
る
司
法
部
の
建
設
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多

大
な
る
な
や
み
を
抱
き
続
け
、
有
司
は
、
そ
れ
に
対
す
る
対
策
に
汲
々
と

し
て
お
わ
れ
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
実
状
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
主
と
し

て
、
明
治
二
十
年
代
、
三
十
年
代
に
お
い
て
発
生
し
た
司
法
官
懲
戒
事
件

を
と
り
上
げ
、
第
一
に
、
明
治
憲
法
、
並
び
に
裁
判
所
構
成
法
の
定
め

る
「
司
法
権
の
独
立
」
の
法
的
保
障
、
即
ち
判
事
身
分
保
障
の
限
界
を
究

わ
め
、
第
二
に
、
司
法
部
内
の
人
脈
、
派
閥
の
全
容
を
究
明
し
，
第
三
に
、

上
述
の
派
閥
と
、
当
時
緊
要
の
こ
と
と
し
て
主
唱
さ
れ
た
非
学
歴
老
朽
判

事
淘
沙
問
題
が
、
如
何
に
関
連
し
て
い
る
か
を
考
証
し
、
以
て
、
な
や
み

深
ぎ
司
法
部
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
第
一
部
、
第
一
章
以
下
の
概
略
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
第
一
部
第
一
章
は
、
明
治
二
十
五
年
に
惹
起
し
た
大
津
事
件
の
英
雄
大

審
院
長
児
島
惟
謙
他
数
名
の
弄
花
事
件
に
つ
い
て
の
考
証
で
あ
っ
て
、
著

者
は
、
最
高
裁
判
所
蔵
「
懲
戒
事
件
訴
訟
記
録
」
な
る
新
史
料
を
主
軸
と

し
て
、
そ
の
経
過
を
記
し
て
い
る
。
上
述
記
録
に
は
、
「
参
考
書
」
な
る

書
類
が
付
さ
れ
て
お
り
、
事
件
表
面
化
の
経
緯
が
詳
述
さ
れ
、
そ
れ
が
児

玉
大
審
院
判
事
の
内
部
告
発
と
、
検
事
側
の
積
極
的
対
応
と
に
よ
っ
て
領

導
さ
れ
た
様
が
示
さ
れ
て
い
る
．
而
し
て
、
事
件
は
、
内
部
的
処
理
の
失

敗
、
懲
戒
裁
判
開
始
決
定
、
更
に
は
裁
判
に
お
け
る
免
訴
判
決
と
発
展
し
、

遂
に
は
、
山
県
法
相
の
手
に
よ
り
、
懲
戒
者
側
の
検
事
総
長
と
司
法
次
官

と
が
、
児
島
と
両
成
敗
的
に
辞
職
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
政
治
的
解
決
と

な
り
、
こ
の
間
の
経
緯
は
、
本
論
考
に
お
い
て
、
ぎ
わ
め
て
詳
細
で
あ
る
。

　
本
事
件
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
説
は
、
こ
れ
を
何
等
か
な
形
に
お
い
て
、

一
年
前
の
大
津
事
件
と
関
連
せ
し
め
て
い
る
。
し
か
る
に
著
者
は
、
そ
の

証
な
し
と
し
て
、
む
し
ろ
対
外
信
用
を
重
ん
ず
る
政
府
、
司
法
省
と
し
て

は
、
か
か
る
事
は
内
済
に
す
ま
せ
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る

こ
と
は
注
目
に
価
い
す
る
．
と
に
か
く
、
大
津
事
件
の
英
雄
に
し
て
、
こ
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の
事
あ
る
は
、
司
法
部
の
近
代
化
は
、
い
ま
だ
前
途
程
遠
き
こ
と
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
は
、
明
治
二
十
七
年
、
千
谷
大
審
院
判
事
転
補
抗
命
事
件
に
関

す
る
考
証
で
あ
っ
て
、
千
谷
判
事
が
、
那
覇
地
方
裁
判
所
所
長
へ
の
転
補

命
令
に
対
し
て
、
裁
判
所
構
成
法
第
七
十
三
条
を
楯
に
抗
命
に
及
び
、
遂

に
は
懲
戒
裁
判
に
い
た
っ
た
経
緯
が
、
最
高
裁
判
所
所
蔵
書
類
、
新
聞
記

事
等
よ
り
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
本
件
は
、
五
十
三
条
但
書
に
基
い
て
「
補
閾
ノ
必
要
ナ
ル
場
合
」
に
は
、

司
法
大
臣
の
意
の
ま
ま
に
転
所
を
命
じ
う
る
と
す
る
司
法
省
側
の
主
張
が
、

正
し
い
か
否
か
、
た
と
え
正
当
と
し
て
も
、
そ
れ
を
左
遷
に
近
い
転
所
に

適
用
し
う
る
か
否
か
と
い
う
法
律
論
の
体
裁
を
と
り
、
そ
れ
自
体
は
、
解

釈
法
上
、
い
ず
れ
と
も
決
し
難
き
こ
と
と
い
え
る
。
し
か
し
、
著
者
は
、

明
治
二
十
四
年
、
判
事
検
事
俸
給
令
第
十
条
に
も
と
ず
き
、
千
谷
の
俸
給

が
、
減
額
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
処
分
を
左
遷
と
断
じ
、
千

谷
の
抗
命
が
、
正
当
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
．

　
著
者
は
、
司
法
当
局
の
千
谷
に
対
す
る
処
分
は
、
こ
の
直
前
に
多
く
見

出
さ
れ
る
判
事
の
不
自
然
き
わ
ま
る
退
任
の
現
象
と
一
連
の
も
の
で
あ
っ

て
、
当
局
は
、
こ
の
頃
よ
り
非
学
歴
判
事
の
整
理
を
企
図
し
て
い
た
と
推

定
し
て
い
る
が
，
恐
ら
く
は
的
を
射
た
論
と
み
て
よ
い
と
思
う
。

　
か
く
み
る
時
は
、
千
谷
事
件
は
、
同
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
龍
頭
蛇
尾
に

終
結
し
た
が
、
事
件
そ
の
も
の
は
、
明
治
三
十
一
年
の
所
謂
判
検
事
人
事

大
刷
新
の
前
哨
戦
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
史
的
意
義
は
、
大
な
る
も

の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
第
三
章
は
、
明
治
二
十
九
年
、
甲
府
地
方
裁
判
所
別
所
判
事
が
転
補
命

令
に
抗
命
し
た
事
件
で
あ
っ
て
、
大
審
院
関
係
記
録
、
山
梨
目
々
新
聞
等

の
直
接
良
質
な
史
料
を
以
て
、
そ
の
経
過
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
本
件
に
お
け
る
争
点
は
、
上
述
千
谷
事
件
に
お
い
て
第
一
に
問
題
と
さ

れ
た
裁
判
所
構
成
法
第
七
十
三
条
に
み
え
る
但
書
以
下
を
、
広
義
、
即
ち
、

闘
員
が
生
じ
た
場
合
に
、
大
臣
の
意
の
ま
ま
に
命
令
を
発
し
う
る
と
解
す

る
か
、
狭
義
、
即
ち
、
成
規
上
補
員
に
該
当
す
る
地
位
に
あ
る
判
事
を
以

て
補
い
え
ざ
る
場
合
の
み
に
限
る
と
解
す
る
か
で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
第

一
審
た
る
東
京
控
訴
院
は
、
前
者
を
と
っ
て
免
職
の
判
決
を
な
し
、
控
訴

審
た
る
大
審
院
は
、
後
者
を
と
っ
て
無
罪
と
な
し
た
。
即
ち
、
こ
の
大
審

院
判
決
に
よ
り
、
裁
判
官
の
身
分
保
障
の
根
本
に
関
す
る
積
年
の
争
い
は
、

一
応
結
着
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
本
訴
訟
の
結
果
、
少
数
意
見
を
支
持
し
た
三
好
大
審
院
長
は
、

辞
職
に
お
い
こ
ま
れ
、
一
方
別
所
自
身
も
、
退
官
の
や
む
な
き
に
い
た
っ

て
い
る
．
裁
判
官
の
身
分
保
障
の
条
規
の
明
確
化
は
、
結
果
と
し
て
関
係

者
の
身
分
を
守
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
皮
肉
と
い
う
外
は
な
い
。

し
か
し
、
著
者
は
、
こ
の
無
罪
判
決
の
影
響
を
「
倉
富
勇
三
郎
文
書
」
所

収
「
判
事
検
事
刷
新
処
分
二
関
ス
ル
方
針
並
標
準
」
な
る
新
史
料
の
中
に

見
出
し
、
爾
後
の
司
法
行
政
に
お
い
て
、
転
補
命
令
を
利
用
す
る
退
官
要

求
が
、
き
わ
め
て
慎
重
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
．
別
所
の

抗
命
は
ま
さ
に
「
身
を
殺
し
て
、
仁
を
な
し
た
」
と
も
い
う
べ
き
効
果
を

も
た
ら
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
第
四
章
は
、
明
治
三
十
年
、
台
湾
総
督
府
高
野
高
等
法
院
長
、
非
職
拒
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否
事
件
が
、
そ
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
本
件
の
争
点
は
、
明
治
憲
法
の

効
力
が
台
湾
に
ま
で
及
ぶ
や
否
や
、
及
ぶ
と
す
れ
ば
、
総
督
府
所
属
の
行

政
官
と
も
、
司
法
官
と
も
決
し
難
い
判
官
に
ま
で
、
憲
法
五
十
八
条
二
項

の
裁
判
官
身
分
保
障
の
条
文
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
二
問
題
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
政
府
、
総
督
府
側
は
、
右
の
法
律
論
に
つ
い
て
は
終
始

態
度
を
あ
い
ま
い
に
し
、
し
か
も
行
動
と
し
て
は
、
高
野
を
行
政
官
同
様

に
非
職
に
処
し
、
乃
木
総
督
は
、
こ
れ
に
基
い
て
、
高
野
を
高
等
法
院
室

よ
り
退
去
せ
し
め
、
遂
に
は
、
懲
戒
免
職
、
位
記
返
上
処
分
を
上
申
す
る

に
及
ん
で
い
る
。
高
野
の
主
唱
は
、
彼
が
前
後
十
数
回
に
わ
た
っ
て
提
出

し
た
抗
議
書
、
並
び
に
法
院
長
と
し
て
の
俸
給
支
払
い
請
求
の
民
事
訴
訟

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
権
力
の
前
に
圧
し
去
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
．

　
し
か
し
、
こ
の
事
件
は
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
政
治
問
題
化
し
、
政
府

を
困
惑
さ
せ
、
結
果
と
し
て
、
台
湾
総
督
府
法
院
条
例
の
改
正
を
み
、
判

官
の
地
位
は
、
一
応
内
地
裁
判
官
な
み
に
改
め
ら
れ
た
．
著
者
は
こ
れ
に

よ
り
、
高
野
事
件
を
「
司
法
権
独
立
と
裁
判
官
の
身
分
が
政
府
に
よ
っ
て

侵
害
さ
れ
た
事
件
」
と
み
な
し
う
る
と
な
し
、
そ
れ
が
、
「
我
が
国
の
司

法
権
独
立
の
原
則
確
立
に
大
い
に
寄
与
し
た
」
こ
と
は
疑
い
が
な
い
と
論

じ
、
本
章
の
結
言
と
な
し
て
い
る
．

　
第
五
章
は
、
明
治
三
十
一
年
十
月
に
生
じ
た
横
田
検
事
総
長
懲
戒
免
官

事
件
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
っ
て
．
著
者
は
、
こ
の
処
分
の
原
因
を
な
す
、

同
年
六
月
の
司
法
部
人
事
刷
新
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
論
を
展
開
し
て
い

る
。　
三
十
一
年
初
め
に
、
当
時
司
法
次
官
の
職
に
あ
っ
た
横
田
が
断
行
し
た

老
朽
判
事
淘
沙
人
事
は
、
二
十
年
代
よ
り
懸
案
と
さ
れ
て
き
た
所
謂
「
司

法
部
の
人
的
近
代
化
」
を
、
手
ぎ
わ
よ
く
、
且
つ
大
規
模
に
行
っ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
別
府
事
件
等
が
前
車
の
い
ま
し
め
と
さ

れ
、
表
面
上
波
風
な
く
目
的
を
達
し
て
い
る
．
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

著
者
は
、
上
述
「
倉
富
文
書
」
所
収
史
料
に
よ
り
、
処
分
に
先
立
っ
て
、

そ
の
範
囲
、
方
針
が
綿
密
に
計
画
さ
れ
た
こ
と
、
更
に
は
、
実
施
直
前
に
、

裁
判
所
定
員
令
の
改
正
ま
で
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
大
審
院
、
控
訴
院

に
、
処
分
賛
成
者
を
送
り
こ
め
る
処
置
を
と
り
、
退
職
命
令
の
最
後
の
制

御
装
置
た
る
両
院
総
会
決
議
を
事
実
上
無
効
た
ら
し
め
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
．
か
く
し
て
、
法
科
大
学
、
司
法
省
法
学
校
出
身
の
判
検
事
が
要

職
に
配
せ
ら
れ
、
非
学
歴
判
事
の
大
半
が
そ
の
職
を
追
わ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。　
右
の
人
事
異
動
を
「
情
実
人
事
」
と
み
る
か
否
か
に
は
疑
い
が
あ
る
が
、

条
約
改
正
を
前
に
し
、
か
つ
定
年
制
な
き
司
法
官
に
お
い
て
は
、
や
む
を

え
ざ
る
処
置
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
か
る
学
閥
優
先
人
事

が
、
著
者
の
論
ず
る
が
如
く
「
国
民
的
合
意
」
と
ま
で
評
価
し
う
る
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
問
題
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
さ
て
、
横
田
処
分
問
題
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
、
六
月
人
事
が
、
政
権

交
替
直
前
に
行
わ
れ
た
不
自
然
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
退
官
者
の
不
満

が
潜
在
的
に
存
在
し
た
こ
と
、
横
田
と
大
東
新
法
相
と
の
間
に
、
近
江
鉄

道
社
金
流
用
事
件
等
を
め
ぐ
っ
て
政
争
が
生
じ
た
こ
と
等
を
挙
げ
て
い
る

が
、
恐
ら
く
は
、
こ
れ
が
考
え
ら
れ
る
す
べ
て
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
老

朽
者
淘
汰
は
、
こ
の
後
も
、
大
東
法
相
、
清
浦
法
相
の
手
に
よ
っ
て
継
承
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さ
れ
、
こ
こ
に
人
的
刷
新
は
一
応
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
が
司
法
官
の
身
分
俣
障
を
実
質
的
に
害
す
る
手
段
に
て
進
め
ら
れ
た
こ

と
、
抜
擢
を
こ
う
む
っ
た
新
進
判
事
達
が
、
法
的
知
見
は
と
も
か
く
と
し

て
、
国
家
権
力
の
み
を
重
ん
じ
、
個
人
の
権
利
に
つ
い
て
は
無
関
心
な
人

々
が
少
く
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
真
の
人
的
近

代
化
が
達
成
し
え
た
の
か
否
か
、
疑
念
の
残
る
処
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
第
六
章
は
、
明
治
三
十
四
年
、
司
法
官
増
俸
要
求
事
件
で
あ
っ
て
、
増

俸
予
算
が
、
衆
議
院
否
決
、
貴
族
院
復
活
、
両
院
協
議
会
否
決
と
、
ゆ
れ

動
く
中
に
お
い
て
、
下
級
司
法
官
中
に
、
法
案
支
持
運
動
が
も
り
上
り
．

遂
に
は
総
辞
職
論
に
ま
で
進
ん
だ
司
法
部
騒
動
が
語
ら
れ
て
い
る
。
事
件

は
、
東
京
地
裁
判
事
、
並
び
に
検
事
十
六
名
の
依
頼
免
官
に
ょ
っ
て
一
応

終
息
し
、
以
後
、
鎮
静
化
を
ま
っ
て
、
指
導
者
、
関
係
者
百
三
十
三
名
が

処
分
さ
れ
た
．
し
か
し
、
二
十
年
以
来
鋭
意
努
力
を
重
ね
、
老
朽
者
を
排

し
て
抜
擢
し
た
エ
リ
ー
ト
司
法
官
た
ち
が
、
政
府
に
対
し
て
一
致
し
て
反

対
し
た
こ
と
は
、
驚
く
ぺ
き
こ
と
で
あ
り
、
司
法
部
の
か
か
え
て
い
た
問

題
が
、
老
朽
者
淘
汰
の
み
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
該
事

件
の
原
因
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
こ
れ
を
「
政
友
会
と
山
県
閥
の
司
法
部

を
舞
台
に
し
た
代
理
戦
争
」
と
み
な
し
て
い
る
が
、
し
か
り
と
す
れ
ば
、

こ
れ
は
行
政
部
対
判
事
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
図
式
で
は
は
か
り
難
い
争

い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
第
七
章
は
、
明
治
三
十
六
年
に
起
っ
た
大
審
院
失
態
事
件
、
即
ち
、
小

学
校
教
科
書
採
否
贈
収
賄
裁
判
に
際
し
て
、
大
審
院
が
刑
罰
法
規
不
遡
及

の
原
則
を
犯
し
、
無
罪
の
被
告
に
有
罪
判
決
を
な
し
、
更
に
そ
の
判
決
書

を
改
窟
し
た
と
い
う
出
来
事
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
本
章
に
お
い
て
、

著
者
は
、
有
罪
判
決
の
根
拠
と
さ
れ
た
法
規
は
、
小
学
校
令
施
行
規
則
五

十
七
条
と
す
る
伝
承
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
三
十
四
年
一
月
施
行
同
令
施
行

規
則
追
加
条
項
六
十
三
条
の
二
で
あ
る
こ
と
．
当
時
の
訴
訟
法
に
お
い
て

は
、
大
審
院
確
定
判
決
に
つ
い
て
は
、
非
常
上
告
は
な
し
え
ず
、
誤
判
を

正
す
に
は
、
こ
れ
以
外
に
方
途
が
な
か
っ
た
こ
と
、
本
件
が
、
余
り
間
題

視
さ
れ
ず
、
関
係
判
事
の
依
願
免
官
で
終
っ
た
の
は
、
対
露
戦
直
前
の
こ

と
で
、
社
会
的
関
心
が
、
む
し
ろ
外
交
問
題
に
む
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
等

を
挙
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
正
当
な
理
解
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
本
事
件
は
、
前
章
の
そ
れ
と
併
せ
て
、
い
ず
れ
も
新
進
司
法

官
な
る
も
の
の
実
態
が
、
こ
の
程
度
の
人
材
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
し
め
、

司
法
の
近
代
化
な
る
目
的
が
、
事
実
上
．
な
お
も
多
く
の
問
題
を
か
か
え

て
い
た
こ
と
を
予
測
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
部
、
第
一
章
は
、
三
十
年
代
初
期
に
作
成
さ
れ
た
老
朽
司
法
官
淘

汰
、
新
進
者
抜
擢
の
対
象
、
方
法
、
規
準
等
を
定
め
た
上
述
「
倉
富
」
文

書
の
復
刻
、
解
題
で
あ
っ
て
、
原
案
、
修
正
案
、
成
案
の
三
通
が
比
較
対

照
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
は
、
明
治
二
十
三
年
よ
り
三
十
八
年
に
い
た
る

大
審
院
判
事
補
任
表
の
紹
介
で
あ
り
、
「
職
員
録
」
、
「
官
報
」
よ
り
そ
の

任
免
が
丹
念
に
あ
と
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
両
史
料
は
、
い
ず
れ
も
、

第
一
部
の
考
証
の
根
拠
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
著
者
の
基
礎
的
作
業
の

部
厚
さ
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

　
以
上
の
如
く
、
楠
君
の
論
考
は
、
先
達
の
研
究
が
、
い
ま
だ
つ
く
し
て

い
な
い
明
治
二
、
三
十
年
代
の
司
法
部
の
実
態
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
懲
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戒
事
件
と
い
う
「
人
間
関
係
の
潜
在
的
な
部
分
が
顕
在
化
し
う
る
場
」
を

通
じ
て
，
こ
れ
を
動
態
的
に
把
握
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
制
史

よ
り
み
て
も
、
政
治
史
よ
り
み
て
も
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
論
文
と
い
え

る
。
し
か
も
、
著
者
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
解
明
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で

も
実
証
主
義
的
態
度
を
く
ず
す
こ
と
な
く
．
直
接
史
料
の
発
見
．
史
料
間

の
矛
盾
調
整
に
多
大
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
。
本
書
が
、
明
治
史
研
究
に

お
い
て
、
大
な
る
便
益
を
学
界
に
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
が
な

い
。
　
但
し
、
如
何
な
る
書
に
つ
い
て
も
、
「
完
全
」
な
る
こ
と
は
望
み
難
い

が
、
本
書
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
望
蜀
は
こ
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　
そ
の
一
は
、
研
究
が
何
故
に
、
明
治
三
十
六
年
を
以
て
止
め
ら
れ
た
の

か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
合
理
的
説
明
は
見
出
し
難
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
目
的
が
、

評
者
の
理
解
せ
る
如
く
、
司
法
部
の
人
的
近
代
化
と
、
こ
れ
ま
た
近
代
法

の
原
則
た
る
裁
判
官
の
身
分
保
障
と
の
矛
盾
と
調
整
の
経
過
の
解
明
と
い

う
点
に
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
第
一
部
五
章
ま
で
で
、
一
応
の
結
論
を

え
た
は
ず
で
あ
っ
て
、
第
六
以
下
の
章
は
蛇
足
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
も
し

強
い
て
、
意
義
を
求
め
る
な
ら
ば
、
再
言
す
る
が
、
淘
汰
の
結
果
、
抜
擢

を
こ
う
む
っ
た
学
士
判
検
事
た
ち
が
、
実
は
一
般
の
期
待
程
の
人
材
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
著
者
の
意
図
は
や
や

不
明
瞭
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
ま
た
、
本
書
に
は
、
些
細
と
は
い
え
、
法
史
の
通
史
的
理
解
に
つ
い
て

不
充
分
な
点
も
見
出
さ
れ
る
．
第
一
部
第
七
章
に
は
、
刑
罰
法
規
不
遡
及

の
原
則
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
十
五
年
刑
法
に
よ
っ
て
初
め
て
採
用
さ
れ
た

如
き
記
載
が
あ
る
が
、
か
か
る
原
則
は
、
旧
唐
書
蒲
鈎
伝
に
み
え
る
が
如

く
古
代
中
国
に
お
い
て
既
に
確
立
さ
れ
、
夙
く
奈
良
時
代
に
輸
入
さ
れ
．

間
接
的
な
規
定
な
が
ら
獄
令
に
一
条
が
お
か
れ
て
い
る
．
失
考
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
は
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
評
者
の
望
蜀
で
あ
っ
て
、
ま
た

か
か
る
疑
念
に
対
し
て
は
、
著
者
に
お
い
て
、
大
い
に
弁
辞
の
存
す
る
処

と
思
わ
れ
る
．
著
者
の
今
後
の
論
の
展
開
が
翻
望
さ
れ
る
次
第
で
あ
る
。

　
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
と
い
う
が
、
先
達
が
殆
ど
手
を
下
し
て

い
な
い
本
書
の
如
き
対
象
は
、
一
篇
の
書
を
以
て
、
そ
れ
を
論
じ
つ
く
す

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
．
傍
っ
て
、
か
か
る
原
野
に
、
最
初
の
く
わ
を
加

え
、
開
拓
の
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
功
績
は
真
に
大
で
あ
る
。
本
書
の
価
櫃

は
、
ま
さ
に
朱
玉
に
価
い
す
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
．

　
以
上
を
総
合
し
て
、
審
査
員
一
同
は
、
楠
君
の
論
考
に
対
し
て
、
法
学

博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
け
る
に
適
当
な
も
の
と
考
え
、
一

致
し
て
、
こ
れ
を
推
挽
す
る
次
第
で
あ
る
．

　
平
成
元
年
七
月
二
十
一
日

　
　
主
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
利
光
三
津
夫

　
　
副
査
慶
磨
義
塾
大
学
名
誉
教
授
法
学
博
士
　
手
塚
　
　
豊

　
　
副
査
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　

森
征
一
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